
東温市事務事業評価シート　平成24年度実施事業対象

№ ― 3

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

公的関与

089-964-4412 メールアドレス machidukuri@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（２）市道の整備

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 まちづくり課 係　　名 土木係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

015 1001 事務事業名 道路橋梁維持事業 細事務事業名

事業区分 該当

事業の目的 最終的
道路網の安全・信頼性を確保し、快適な道路空間の創
造を図り、質の高い交通サービスを提供する。

今年度
市が管理する道路構造物及び舗装の修繕を実施、また、植
樹帯等の維持管理を行うことで安全・安心な交通サービスを
提供する。

活動内容

道路構造物等の修繕を必要とする箇所の修繕を計画的に行
う。

道路パトロール等で発見した危険箇所や市民からの要望・苦
情箇所の迅速な修繕対応を行う。

定期的な市道の植樹帯の管理を行う。

事業の対象 市が管理する道路等（道路利用者） 根拠法令

総合計画 政策目標 第５章 自然と調和する快適な都市基盤のまち 政策項目 ５ 道路・交通網の整備 主要施策

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

道路構造物等の修繕箇所数 箇所
40 40 35

33 32

舗装補修箇所数 箇所
120 120 100

111 94

苦情処理件数 道路管理等に関する重大な苦情 件
10 9

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 土木

直接事業費

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 3,260 13,270 5,646

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 114,525 127,148 106,805

計(Ａ) 117,785 140,418 112,451

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 1.215 7,337 1.215 7,350

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性

1.444 8,800

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

有効性 達成度 効率性

有効性 年度当初に市内一円を対象に各種修繕事業を発注しており、早急な対応が可能であることから、最も有効な手段です。

達成度 事業の性質として、緊急性があるもの、他事業との調整をしながら施工し、継続していくことにより順次達成となります。

当面の
課　題

道路施設や舗装等、傷みの著しい箇所の修繕、及び上下水道事業に係る舗装補修等を同時進行により施工していくため、当分の間費用の削
減は困難です。

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 125,122 147,768 121,251

市道や生活道路など市民の生活に直結した身近な事業です。

効率性 道路等の修繕、維持管理等をある程度一括して発注する事により、緊急対応が可能であり、経済的にも有効です。

必要性

二次評価で
の指摘事項

道路管理者の瑕疵による事故は、管理責任を問われることから、引続き、道路パトロールで発見した異常個所や市民からの要望・苦
情箇所の迅速な修繕等を行う必要があります。
また、今年度実施の路面性状調査の結果により、国庫補助事業の活用を検討するなど、限られた財源の中で、計画的かつ効率的に
維持管理を行う必要があります。

二次評価者 まちづくり課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

改　革
計　画

補助事業の検討及び他事業と同時進行で実施し、手戻り等をなくしていくことで将来的な維持費用の削減が見込まれることから、現時点では止
むを得ないと考えます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性



東温市事務事業評価シート　平成24年度実施事業対象

№ ― 3

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 4

4 4 3 4

効率性 市道については、国庫補助事業、生活道路については９割補助等を有効に活用し効率的に実施しています。

必要性

二次評価で
の指摘事項

道路網の安全・信頼性を確保するためには、快適な道路空間の創造を図り、質の高い交通サービスを提供することが重要です。
このため、市が計画する幹線道路については、公共施設や都市機能の充実のため交通利便性の向上を図るとともに、災害時の円滑
な救急活動・救援活動への交通機能を確保し、地域が望む生活道路については、安全性・快適性を確保する必要があります。
また、教育委員会等との連携により、通学路の危険箇所の解消に努めます。

二次評価者 まちづくり課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

改　革
計　画

地域性及び重要性・緊急性等を考慮し、偏りのないよう、順次整備を促進します。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 40,078 105,082 191,004

市道及び生活道路など整備をすることで、市民の安心・安全な交通環境を提供するため必要です。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.723 4,406

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

有効性 達成度 効率性

有効性
生活道路の舗装事業及び改良事業（地元への９割補助）は有効な道路整備の手段です。また市道改良事業については、国庫補助事業を有効
に活用しています。

達成度 社会資本整備総合交付金事業による国庫補助事業の活用により、概ね達成できています。

当面の
課　題

新市建設計画を元に、地域格差に隔たりが生じないようにする事が課題です。

計(Ａ) 36,696 101,695 186,598

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.560 3,382 0.560 3,387

63,300

その他特定財源 0 0 0

一般財源 14,593 28,416 37,186

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 土木

直接事業費

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 12,303 42,279 86,112

地方債 9,800 31,000

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

事業の性質上、指標設定になじ
まない。

該当

事業の目的 最終的
道路網の安全・信頼性を確保し、快適な道路空間の創
造を図り、質の高い交通サービスを提供する。

今年度
市道及び生活道路の舗装及び改良工事を実施し、質の高い
交通サービスを提供する。

活動内容

幹線市道の拡幅工事や他の施策に関する市道改良及び舗
装を行う。

狭隘箇所や急カーブ等の危険箇所の舗装及び改良工事を
行う。

地域が望む生活道路の舗装工事及び生活道路拡幅費用の
助成を行う。

事業の対象 市が管理する道路等（道路利用者） 根拠法令

総合計画 政策目標 第５章 自然と調和する快適な都市基盤のまち 政策項目 ５ 道路・交通網の整備 主要施策

公的関与

089-964-4412 メールアドレス machidukuri@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（２）市道の整備

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 まちづくり課 係　　名 土木係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 直営 実施計画

015 1010 事務事業名 道路橋梁新設改良事業 細事務事業名

事業区分



東温市事務事業評価シート　平成24年度実施事業対象

№ ― 3

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

23 24 25

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 4

4 4 3 4

効率性 排水路整備事業だけでなく、道路事業や他事業との連携により効率的に進めています。

必要性

二次評価で
の指摘事項

南吉井地区で策定している浸水対策に基づき、引続き、土地改良区との調整・連携により効果のある事業を展開する必要があります。
新たな雨水排水施設の設置の困難な箇所や、施設の改修では対応出来ない箇所については、浸水被害箇所の上流部において、調整池の設置
が最善かつ適正な対策と考えます。また、新市街地においては、開発者と連携し効率的に調整池を設置する必要があります。
このためには、国庫補助制度の活用を検討する等、限られた財源の中で、計画的かつ効率的に事業を行う必要があります。

二次評価者 まちづくり課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

改　革
計　画

現時点では、他事業との調整及び連携を図り、手戻り等ないよう効率的に進めていく必要があります。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 9,558 25,929 7,389

昨今の異常気象によるゲリラ豪雨等により、浸水被害が頻繁に起こっていることから、整備は緊急を要します。

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.392 2,389

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

有効性 達成度 効率性

有効性 排水路を整備し、浸水区域上流で分水することにより、下流域の浸水の軽減する有効な事業です。

達成度 有効な事業がなく、他事業との連携をとりながら目標達成に向け努力しています。

当面の
課　題

本事業は、市単独の一般財源であることから、該当する補助事業等の検討が必要です。

計(Ａ) 8,332 23,558 5,000

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.203 1,226 0.392 2,371

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 8,332 23,558 5,000

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 土木

直接事業費

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

4 1

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成23年度 平成24年度 平成25年度 最終目標

浸水対策箇所数 箇所
2 2 1

2 2

要望・苦情処理件数 浸水被害に関する重大な苦情 件

該当

事業の目的 最終的
都市化が進展する中、豪雨時の流出量が増加してお
り、浸水被害を軽減・解消することにより市民の生活環
境や道路等の公共施設を守ります。

今年度 排水路整備を行うことにより、浸水被害を軽減・解消する。

活動内容

浸水対策に向けた水路施設等の改修を行う。

事業の対象
ゲリラ豪雨時に浸水被害が発生している地区（浸水被害に不
安を感じる市民）

根拠法令

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ６ 消防・防災体制の充実 主要施策

公的関与

089-964-4412 メールアドレス machidukuri@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（６）治山・治水対策、市街地浸水対策の推進

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 まちづくり課 係　　名 土木係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 直営 実施計画

015 1018 事務事業名 浸水対策事業 細事務事業名

事業区分


